
梅棹忠夫先生と民族誌写真
芳

は が

賀 日
ひ で お

出男

　
昭
和
三
九
年
七
月
、
横
浜
港
を
出
帆

し
た
ソ
連
の
客
船
の
中
で
、
私
は
梅
棹

先
生
に
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
当

時
は
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
後
、
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
に
乗
り
継
ぎ
、
そ
れ
か
ら
空
便

で
モ
ス
ク
ワ
に
着
い
た
。
梅
棹
先
生
は

そ
こ
で
第
七
回
国
際
人
類
学
・
民
族
学

会
議
へ
出
席
。
私
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
。

　
毎
日
の
よ
う
に
お
会
い
し
た
の
は
、
昭

和
四
五
年
の
日
本
万
国
博
覧
会
で
。
私

は
お
祭
り
広
場
で
世
界
の
祭
り
の
制
作
・

演
出
を
担
当
。
そ
の
地
下
で
は
、
梅
棹

先
生
も
実
現
に
か
か
わ
ら
れ
た
、
仮
面

と
神
像
約
二
六
〇
〇
点
に
よ
る
展
示
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
が
今
日
の
国
立

民
族
学
博
物
館
の
出
発
点
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
。

　
三
年
後
の
昭
和
四
八
年
に
、
梅
棹
先

生
は
日
本
写
真
家
協
会
の
入
会
審
査

を
受
け
ら
れ
た
。
資
格
審
査
の
資
料
は
、

岩
波
写
真
文
庫
の
『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

旅
』『
タ
イ
』『
イ
ン
ド
シ
ナ
の
旅
』
の
三

冊
で
、
日
本
の
写
真
界
に
民
族
誌
写
真

と
い
う
分
野
を
は
じ
め
て
明
示
し
た
。

　
国
立
民
族
学
博
物
館
が
開
館
さ
れ
、

そ
の
友
の
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
季
刊

民
族
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
二

年
で
あ
る
。
前
年
の
昭
和
五
一
年
に
、
学

習
研
究
社
か
ら
『
民
族
探
検
の
旅
』
全

八
巻
（
編
集
長
中な

か
じ
ょ
う城
正ま

さ
た
か堯
）
が
出
版
さ

れ
た
。
全
巻
を
日
本
の
写
真
家
が
撮
り
、

梅
棹
先
生
が
監
修
さ
れ
た
。
第
一
巻
の
オ

セ
ア
ニ
ア
編
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
東
部

に
あ
る
高
地
の
村
々
を
大お

お
い
し石

芳よ
し

野の

さ
ん

が
通
算
六
カ
月
滞
在
し
て
撮
影
を
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
メ
ニ
ヤ
ミ
ヤ
に
暮
ら
す

先
住
民
の
女
性
が
出
産
し
て
、
わ
が
子

の
ヘ
ソ
の
緒
を
切
る
決
定
的
瞬
間
の
一
枚

が
あ
る
。

　
昭
和
五
六
年
、
日
本
写
真
家
協
会
は

梅
棹
先
生
の
講
演
会
を
お
こ
な
っ
た
。
演

題
は
「
民
族
学
者
か
ら
見
た
写
真
」
で
、

「
写
真
の
撮
影
な
く
し
て
、
民
族
学
は
成

り
立
た
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。
講
話

が
終
わ
る
と
九
四
名
の
聴
衆
が
駈
け
よ

り
、
梅
棹
先
生
を
か
こ
ん
だ
。
そ
の
中

の
一
人
に
大
石
芳
野
さ
ん
も
い
た
。
梅
棹

先
生
は
異
民
族
と
生
活
を
共
に
し
て
信

頼
を
得
て
か
ら
写
し
た
大
石
さ
ん
の
作

風
に
心
を
打
た
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
昭
和
五
七
年
、
東
京
銀
座
の
ニ
コ
ン
サ

ロ
ン
で
個
展
、「
民
族
学
者
　
梅
棹
忠
夫

の
眼
」
を
開
催
、
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
四
六
点
の
写
真
を
展
示
、
全
国

七
カ
所
を
巡
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
平
成
六
年
に
は
文
化
勲
章
を
叙
勲
、

日
本
写
真
家
協
会
か
ら
名
誉
会
員
に
推

挙
さ
れ
た
。
梅
棹
先
生
の
没
後
、
今
年

の
三
月
三
日
か
ら
六
月
一
四
日
ま
で
国
立

民
族
学
博
物
館
で
第
八
回
目
の
写
真
展

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
民
族
誌
写

真
展
は
梅
棹
先
生
の
分
身
と
し
て
、
今

後
も
生
き
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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 4  自然人類学者の奇妙なコダワリ　坂上 和弘

 6  メキシコの骸骨人形　中牧 弘允

   撒かれる骨灰は語る　金 セッピョル

 8  発掘された人骨が博物館で展示されるまで　植田 直見

   骨が語るとき　川越 道子

 10  研究フォーラム

国を超えるグローバルな支援と包摂
陳 天璽

 12  みんぱくInformation

 14  地球ミュージアム紀行

阪神淡路大震災の記憶をとどめる 
野島断層保存館 
久保 正敏

 15  みんぱく 私の逸品

帆走カヌー　チェチェメニ号
阮 雲星

 16  散策と思索の径

ハワイ、沖縄、フィリピンの歴史が交錯する街
原 知章

 18  多文化をささえる人びと

母語で喜怒哀楽を 
文化的背景に配慮した在日コリアン老人ホーム「故郷の家」
金 春男

 20  歳時世相篇

モンゴルのナーダム
小長谷 有紀

 22  フィールドで考える

漁業開発が残したもの
吉村 健司

 24 次号予告・編集後記


